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本
年
度
の
ノ
ー
ベ

ル
医
学
生
理
学
賞

を
、
本
庶
佑
先
生
が

受
賞
さ
れ
た
。
癌
治

療
の
画
期
的
な
新
薬

の
開
発
に
つ
な
が
る
、
免
疫
た
ん

ぱ
く
質
の
発
見
が
受
賞
理
由
で
あ

る
。
私
た
ち
臨
床
医
に
と
っ
て

も
、
う
れ
し
い
話
題
で
あ
る
。
ま

ず
は
祝
福
を
申
し
上
げ
た
い
▼
本

庶
先
生
は
若
い
頃
大
阪
大
学
で
研

究
を
し
て
お
ら
れ
た
。
小
説
「
白

い
巨
塔
」
の
モ
デ
ル
に
も
な
っ
た

病
院
は
、
移
転
が
決
ま
っ
て
い
た

も
の
の
、
老
朽
化
が
進
み
、
ま
る

で
迷
路
の
よ
う
で
あ
っ
た
。
多
く

の
研
究
室
の
窓
に
、
真
夜
中
ま
で

煌
々
と
電
気
が
灯
っ
て
い
た
の
を

思
い
出
す
。
お
そ
ら
く
不
眠
不
休

で
研
究
に
没
頭
し
て
お
ら
れ
た
の

だ
ろ
う
▼
「
オ
プ
ジ
ー
ボ
」
は
当

初
、
悪
性
黒
色
腫
の
治
療
薬
と
し

て
発
売
さ
れ
た
。
そ
の
優
れ
た
治

療
効
果
は
医
療
界
に
衝
撃
を
与
え

た
が
、
年
間
３
５
０
０
万
円
と
い

う
薬
価
も
衝
撃
的
で
あ
っ
た
。
そ

の
後
肺
癌
な
ど
に
も
適
応
が
広
が

っ
た
に
も
関
わ
ら
ず
薬
価
は
据
え

置
か
れ
、
欧
米
と
の
格
差
は
２
〜

３
倍
に
も
な
っ
た
。
そ
の
独
占
的

薬
価
を
調
査
・
告
発
し
た
の
は
保

団
連
で
あ
る
。
国
会
な
ど
で
追
及

さ
れ
た
結
果
、
緊
急
薬
価
改
定
な

ど
で
、
現
在
は
当
初
の
３
分
の
１

に
な
っ
た
▼
「
重
い
病
気
か
ら
回

復
し
『
元
気
に
な
っ
た
の
は
あ
な

た
の
お
か
げ
』
と
言
わ
れ
る
と
、

本
当
に
研
究
と
し
て
意
味
が
あ
っ

た
と
思
う
」
と
記
者
会
見
で
述
べ

て
お
ら
れ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、

高
額
な
医
薬
品
を
保
険
適
用
か
ら

除
外
し
よ
う
と
す
る
、
財
務
省
筋

の
動
き
が
あ
る
と
も
聞
く
。
多
く

の
国
民
が
使
え
な
い
よ
う
で
は
、

せ
っ
か
く
の
大
発
見
も
台
無
し
で

あ
ろ
う
。
貧
富
の
差
な
く
誰
も
が

享
受
で
き
る
、
社
会
保
障
と
し
て

の
医
療
に
役
立
て
て
ほ
し
い
。
私

た
ち
の
切
な
る
希
望
で
あ
る （
星
）

２０１８年(平成３０年)１０月１５日(毎月３回５・15・25日発行) 第１８９１号（１）

1891
2018年10月15日

図１　政府が進める患者窓口負担増について今 　 号　の　記　事今 　 号　の　記　事

診内研より
ざ瘡治療の今後の展望

研
面
究

「神戸ひまわり号」　ご参加と募金のお願い

特別インタビュー　「自治体病院と開業医の連携で地域医療を守ろう」
全国自治体病院協議会　小熊豊会長
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沖縄県知事選　玉城デニー氏が勝利

沖縄県保険医協会会長
沖縄県知事選挙有志の会呼びかけ人代表　　仲里　尚実

沖縄県知事選挙のお礼

　

９
月
30
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
沖

縄
県
知
事
選
挙
に
お
い
て
、
翁
長

雄
志
県
知
事
の
遺
志
を
引
き
継

ぎ
、
県
政
与
党
が
推
す
無
所
属
新

人
で
前
衆
議
院
議
員
の
玉
城
デ
ニ

ー
氏
が
、
沖
縄
県
知
事
選
挙
過
去

最
多
と
な
る
39
万
６
６
３
２
票
を

獲
得
し
、
佐
喜
真
淳
氏
に
８
万
票

以
上
の
大
差
を
つ
け
て
当
選
を
果

た
し
ま
し
た
。

　

玉
城
デ
ニ
ー
氏
は
、
本
選
挙
最

大
の
争
点
で
あ
る
名
護
市
辺
野
古

新
基
地
建
設
に
反
対
し
、
故
翁
長

雄
志
知
事
の
遺
志
を
継
承
し
、
建

設
阻
止
に
向
け
て
、
あ
ら
ゆ
る
権

限
を
行
使
し
て
日
米
両
政
府
と
の

交
渉
に
臨
む
と
宣
言
し
ま
し
た
。

多
数
の
沖
縄
県
民
の
民
意
で
あ
る

辺
野
古
新
基
地
建
設
を
断
念
さ
せ

る
公
約
と
、
沖
縄
の
将
来
は
私
た

ち
自
身
で
考
え
、
豊
か
な
沖
縄
を

め
ざ
し
て
経
済
、
福
祉
の
た
め
に

尽
力
す
る
姿
勢
が
、
幅
広
い
県
民

の
支
持
を
得
て
、
勝
利
に
結
び
つ

い
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い

あ
り
ま
せ
ん
。

　

私
た
ち
沖
縄
県
保
険
医
協
会
は

県
民
の
健
康
、
生
命
を
守
る
医
師

・
歯
科
医
師
の
立
場
か
ら
、
生
命

を
危
険
に
さ
ら
す
新
基
地
建
設
を

断
念
さ
せ
、
普
天
間
基
地
の
無
条

件
閉
鎖
、
撤
去
を
実
現
さ
せ
る
た

め
、
沖
縄
県
が
行
っ
た
辺
野
古
承

認
の
「
撤
回
」
を
支
持
し
、
玉
城

デ
ニ
ー
沖
縄
県
知
事
を
支
え
て
い

く
こ
と
を
誓
い
、
活
動
を
す
す
め

て
い
く
所
存
で
す
。

　

県
民
は
「
米
軍
基
地
が
経
済
発

展
の
最
大
の
阻
害
要
因
」
と
い
う

こ
と
を
理
解
し
て
い
ま
す
。
基
地

と
引
き
換
え
の
「
振
興
策
」
に
頼

ら
な
い
自
立
経
済
を
確
立
し
な
け

れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。

　

そ
の
た
め
に
も
今
後
も
全
国
の

有
志
の
皆
様
の
ご
支
援
、
連
帯
の

強
化
が
不
可
欠
で
す
。

　

改
め
て
今
回
の
沖
縄
県
知
事
選

挙
へ
の
ご
支
援
、
ご
協
力
に
御
礼

を
申
し
上
げ
ま
す
。

新
専
門
医
制
度

半
数
が「
分
か
ら
な
い
」

　

協
会
が
反
対
署
名
に
取
り
組
む

「
患
者
窓
口
負
担
増
」
に
つ
い
て

は
、「
反
対
」
57
・
４
％
と
、「
賛

成
」
９
・
８
％
を
大
き
く
上
回
っ

て
い
る
（
図
１
）。

　

70
歳
か
ら
74
歳
の
窓
口
負
担
の

１
割
か
ら
２
割
へ
の
引
き
上
げ
や

入
院
時
の
食
事
代
の
引
き
上
げ
な

ど
、
政
府
が
次
々
と
行
う
患
者
窓

口
負
担
増
に
対
す
る
会
員
の
反
対

が
強
い
こ
と
が
分
か
る
。
保
団
連

の
受
診
抑
制
実
態
調
査
な
ど
か
ら

も
、
負
担
増
に
よ
る
受
診
抑
制
が

起
こ
り
や
す
い
と
言
わ
れ
て
い
る

歯
科
で
は
、
反
対
が
69
・
１
％
と

特
に
多
く
な
っ
て
い
る
。

　

さ
ら
な
る
負
担
増
計
画
を
進
め

よ
う
と
し
て
い
る
政
府
に
対
し
、

協
会
は
現
在
、「
み
ん
な
で
ス
ト

ッ
プ
！　

患
者
負
担
増
」
署
名
運

動
を
行
っ
て
お
り
、
さ
ら
に
運
動

を
広
げ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　

「
新
専
門
医
制
度
」
に
つ
い
て

は
、「
分
か
ら
な
い
」
が
49
・
６

％
と
最
も
多
く
、「
反
対
」
が
40

・
８
％
、「
賛
成
」
３
・
４
％
と

続
く
。
１
年
遅
れ
今
年
４
月
か
ら

開
始
し
た
新
専
門
医
制
度
だ
が
、

制
度
の
内
容
に
つ
い
て
十
分
知
ら

れ
て
い
な
い
こ
と
が
分
か
る
。

　

医
科
に
限
る
と
、
制
度
に
「
反

対
」
48
・
７
％
、「
分
か
ら
な

い
」
41
・
４
％
、「
賛
成
」
１
・

９
％
と
反
対
が
多
く
な
っ
て
い

る
。
ま
た
、「
医
療
に
関
し
て
関

心
の
あ
る
も
の
」
に
つ
い
て
も
、

医
科
で
は
「
新
専
門
医
制
度
」
が

ト
ッ
プ
と
な
っ
て
い
る
。
新
専
門

医
制
度
を
め
ぐ
っ
て
は
、
地
方
の

医
師
不
足
の
助
長
、
専
門
医
数
や

標
榜
科
制
限
と
の
結
び
つ
き
が
危

惧
さ
れ
て
お
り
、
直
接
関
わ
り
が

あ
る
医
科
で
は
懸
念
が
大
き
い
と

考
え
ら
れ
る
。
協
会
で
は
、
情
報

収
集
や
提
供
に
努
め
る
と
と
も

に
、
こ
れ
以
上
医
師
の
偏
在
や
地

域
医
療
の
後
退
を
許
さ
な
い
た
め

の
活
動
を
強
め
て
い
く
。

　

「
混
合
診
療
の
全
面
解
禁
」
に

つ
い
て
も
、「
分
か
ら
な
い
」
が

35
・
９
％
と
最
も
多
く
、「
反

対
」
32
・
６
％
、「
賛
成
」
26
・

１
％
と
続
い
た
。
14
年
か
ら
「
分

か
ら
な
い
」
が
増
え
、「
反
対
」

が
減
少
し
続
け
て
い
る
。

　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
で
混
合
診
療
解
禁
の
危

険
性
が
強
ま
っ
て
い
た
が
、
米
国

の
離
脱
を
受
け
、
会
員
の
関
心
が

薄
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
し

か
し
、
日
米
二
国
間
で
の
貿
易
協

定
交
渉
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
混

合
診
療
解
禁
の
危
険
性
は
和
ら
い

で
い
な
い
。
引
き
続
き
そ
の
動
向

を
会
員
に
知
ら
せ
て
い
く
こ
と
が

求
め
ら
れ
る
。

　

医
療
に
関
す
る
こ
と
が
ら
に
つ

い
て
関
心
の
あ
る
も
の
を
複
数
回

答
で
尋
ね
た
と
こ
ろ
、「
地
域
医

療
構
想
や
地
域
包
括
ケ
ア
」
が
32

・
２
％
と
最
も
関
心
が
高
く
、

「
新
専
門
医
制
度
」
30
・
２
％
、

「
医
師
の
『
働
き
方
改
革
』」
28

・
９
％
、「
医
療
機
関
の
控
除
対

象
外
消
費
税
」
28
・
１
％
、「
患

者
負
担
増
計
画
」
25
・
３
％
と
続

い
た
。
い
ず
れ
も
今
後
の
地
域
医

療
に
大
き
く
影
響
す
る
内
容
で
あ

り
、
さ
ら
に
情
報
の
収
集
と
提
供

を
続
け
た
い
。

社
会
保
障
財
源　

半
数
が

「
大
企
業
の
負
担
増
や
す
」

　

社
会
保
障
充
実
の
た
め
の
財
源

に
つ
い
て
尋
ね
た
と
こ
ろ
、「
大

企
業
の
負
担
を
増
や
す
」
が
49
・

４
％
と
最
も
多
く
、「
国
庫
負
担

を
増
や
す
」
46
・
０
％
が
続
き
、

「
国
民
の
負
担
を
増
や
す
」「
個

人
の
努
力
で
補
う
」
と
の
回
答
は

少
な
か
っ
た
。「
大
企
業
の
負
担

を
増
や
す
」
の
割
合
は
、
00
年
以

降
最
高
と
な
り
、
初
め
て
「
国
庫

負
担
を
増
や
す
」
を
上
回
っ
た

（
図
２
）。

　

安
倍
政
権
の
下
で
断
続
的
に
法

人
税
が
引
き
下
げ
ら
れ
、
大
企
業

の
内
部
留
保
が
４
５
０
兆
円
を
超

し
て
い
る
こ
と
な
ど
を
受
け
、
大

企
業
に
応
分
の
負
担
を
求
め
る
声

が
強
く
な
っ
て
い
る
。

患者負担増に患者負担増に「反対」６割「反対」６割
賛成

無回答

分からない
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10調査 12調査 14調査 16調査 今回

国庫負担を増やす

国民の負担を増やす

貯蓄など個人の努力で補う

その他

大企業の負担を増やす

11月18日（日）13時～　協会５階会議室
・13時～　第94回評議員会　　14時30分～　臨時（決算）総会
・14時50分～　第41回共済制度委員会・特別報告
　「今後の金融市場動向と拡大するESG投資」
 三井生命執行役員　運用統括部長　前川　等氏
・16時～　特別講演
　「激動の朝鮮半島と核　－被爆国の役割とトランプ・リスク」
 共同通信社編集委員・論説委員　太田　昌克氏

第94回評議員会　臨時（決算）総会・第41回共済制度委員会

図２　社会保障充実のための財源について
（複数回答可）　　　　　　

調
査
の
概
要　

会
員
意
見
の

把
握
の
た
め
、
診
療
報
酬
改
定

の
年
に
２
年
に
１
度
定
期
的
に

実
施
。
対
象
は
、
こ
れ
ま
で
正

会
員
の
10
％
だ
っ
た
が
、
今
回

は
20
％
を
無
作
為
抽
出
し
た
。

■
対
象
と
回
収
状
況

医
科
対
象　

７
７
４

回
収　

２
６
１
（
33
・
６
％
）

歯
科
対
象　

３
８
０

回
収　

１
２
６
（
33
・
１
％
）

合
計
対
象　

１
１
５
４

回
収　

３
８
７
（
33
・
５
％
）

■
調
査
期
間　

２
０
１
８
年
７

月
２
日
〜
７
月
20
日

　

９
月
30
日
に
投
開
票
さ
れ
た
沖
縄
県
知
事
選
挙
で
、
沖
縄
県
保
険

医
協
会
の
有
志
の
会
が
支
援
し
た
玉
城
デ
ニ
ー
候
補
が
当
選
を
果
た

し
た
。
兵
庫
協
会
は
、
有
志
の
会
か
ら
の
支
援
要
請
を
受
け
て
、
①

募
金
、
②
人
的
支
援
の
２
点
で
玉
城
デ
ニ
ー
候
補
を
支
援
し
た
。
以

下
に
、
有
志
の
会
呼
び
か
け
人
代
表
で
沖
縄
協
会
の
仲
里
尚
実
会
長

か
ら
寄
せ
ら
れ
た
、
兵
庫
協
会
の
支
援
へ
の
お
礼
文
を
掲
載
す
る

（
２
面
に
選
挙
結
果
を
受
け
て
の
西
山
理
事
長
の
談
話
を
掲
載
）。

　

協
会
が
７
月
に
実
施
し
た
２
０
１
８
年
会
員
意
見
実
態
調
査
の

結
果
が
ま
と
ま
っ
た
。
政
府
が
進
め
る
「
患
者
窓
口
負
担
増
」
に

対
し
て
、
反
対
が
賛
成
を
大
き
く
上
回
っ
た
。
ま
た
、
社
会
保
障

財
源
を
ど
こ
に
求
め
る
か
に
つ
い
て
は
、「
大
企
業
に
負
担
を
増

や
す
」
と
の
回
答
が
最
も
多
く
な
っ
た
。
本
調
査
は
２
年
に
１

度
、
診
療
報
酬
改
定
の
年
に
、
改
定
の
影
響
や
社
会
保
障
、
政
治

・
経
済
に
対
す
る
意
見
な
ど
を
調
べ
る
た
め
に
実
施
し
て
い
る
も

の
。
今
号
か
ら
分
野
別
に
順
次
、
調
査
結
果
を
紹
介
す
る
。

２
０
１
８
年
会
員
意
見
実
態
調
査

２
０
１
８
年
会
員
意
見
実
態
調
査
①
社
会
保
障



医
師
の
処
方
権
の
担
保
を

医
師
の
処
方
権
の
担
保
を

(昭和43年６月12日第三種郵便物認可)兵 庫 保 険 医 新 聞 第１８９１号 （２）２０１８年(平成３０年)１０月１５日(毎月３回５・15・25日発行)

会
員
訃
報

ご
冥
福
を
お
祈
り

 

申
し
上
げ
ま
す

内
橋　
　

裕
先
生

西
脇
市　

外
・
胃
腸
科

９
月
７
日 

享
年
82
歳

◇
出
席　

20
人

◇
情
勢　

日
本
医
師
会
等
三
師
会

と
四
病
院
団
体
協
議
会
は
８
月
29

日
、
控
除
対
象
外
消
費
税
問
題
の

解
決
に
向
け
た
新
た
な
提
言
を
発

表
し
た
。
診
療
報
酬
で
補
填
す
る

手
法
を
維
持
し
た
上
で
、
医
療
機

関
ご
と
に
「
診
療
報
酬
本
体
に
含

ま
れ
る
消
費
税
補
填
相
当
額
」
と

「
負
担
し
た
控
除
対
象
外
仕
入
れ

税
額
」
を
比
較
し
、
申
告
に
よ
り

補
填
の
過
不
足
に
対
応
す
る
仕
組

み
の
実
現
を
求
め
る
内
容
。

◇
運
動
対
策　

沖
縄
県
知
事
選
挙

に
あ
た
っ
て
の
沖
縄
協
会
（
有
志

の
会
）
か
ら
の
募
金
と
人
的
支
援

の
要
請
に
つ
い
て
、
①
保
険
医
新

聞
で
募
金
を
呼
び
か
け
た
こ
と
、

②
役
員
・
事
務
局
派
遣
、
③
協
会

と
し
て
募
金
10
万
円
を
執
行
す
る

こ
と
が
承
認
さ
れ
た
。
ま
た
、
秋

の
国
会
行
動
、「
み
ん
な
で
ス
ト

ッ
プ
！　

患
者
負
担
増
」
署
名
、

ラ
ジ
オ
関
西
出
演
等
の
計
画
が
報

告
さ
れ
た
。

◇
医
療
活
動　

在
宅
患
者
訪
問
診

療
料
「
看
取
り
加
算
」
に
つ
い

て
、
疑
義
解
釈
や
、
厚
労
省
へ
の

懇
談
、
対
応
が
紹
介
さ
れ
た
。

◇
災
害
対
策　

①
台
風
21
号
の
会

員
医
療
機
関
被
災
状
況
、
②
西
日

本
豪
雨
災
害
に
対
し
、
福
島
・
大

分
両
協
会
か
ら
お
見
舞
い
を
い
た

だ
い
た
こ
と
、
③
東
日
本
大
震
災

被
災
地
訪
問
活
動
を
９
／
15
〜
17

に
計
画
し
て
い
る
こ
と
等
が
報
告

さ
れ
た
。

◇
保
団
連
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
政
策
学

習
会
「
国
会
議
員
と
語
る　

明
日

の
医
療
を
考
え
る
」（
９
／
15
）

へ
の
参
加
が
呼
び
か
け
ら
れ
た
。

◇
特
別
報
告
「
韓
国
反
核
医
師
会

と
の
懇
談
」
加
藤
擁
一
副
理
事
長

 

（
９
月
８
日
理
事
会
よ
り
）

　

協
会
は
、「
指
定
医
療
機
関
医
療
担
当
規
程
の
一
部
改
正
」
に
先

立
ち
、
厚
生
労
働
省
が
実
施
し
た
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
に
対
し
て

９
月
15
日
に
意
見
を
提
出
し
た
。
こ
の
規
程
の
改
正
内
容
は
、
今
年

の
通
常
国
会
で
成
立
し
た
改
定
生
活
保
護
法
に
基
づ
き
、
生
活
保
護

の
患
者
に
つ
い
て
、
後
発
医
薬
品
の
使
用
を
原
則
化
す
る
も
の
。
協

会
は
、
医
療
扶
助
費
抑
制
の
た
め
と
し
て
生
活
保
護
受
給
者
に
後
発

医
薬
品
使
用
を
強
い
る
改
定
に
反
対
し
、
貧
困
対
策
を
中
心
と
す
る

社
会
支
出
の
抜
本
増
こ
そ
必
要
だ
と
指
摘
し
た
。
提
出
し
た
意
見
全

文
を
掲
載
す
る
。

　

「
指
定
医
療
機
関
医
療
担
当
規

程
の
一
部
を
改
正
す
る
件
（
告

示
）
の
概
要
」
で
は
、「
２
、
改

正
内
容
」
の
「（
１
）
指
定
医
療

機
関
に
お
け
る
後
発
医
薬
品
の
給

付
の
原
則
化
」
に
お
い
て
、「
医

師
又
は
歯
科
医
師
は
、
投
薬
を
行

う
に
当
た
っ
て
、
医
学
的
知
見
に

基
づ
き
、
後
発
医
薬
品
を
使
用
す

る
こ
と
が
で
き
る
と
認
め
た
場
合

に
つ
い
て
、
原
則
と
し
て
、
後
発

医
薬
品
に
よ
り
投
薬
を
行
う
こ
と

と
す
る
」、「
薬
局
の
薬
剤
師
は

（
中
略
）
当
該
処
方
せ
ん
を
発
行

し
た
医
師
が
後
発
医
薬
品
へ
の
変

更
を
認
め
て
い
る
場
合
は
、
原
則

と
し
て
、
後
発
医
薬
品
を
調
剤
す

る
も
の
と
す
る
」
と
さ
れ
て
い

る
。
こ
れ
は
、
改
定
生
活
保
護
法

の
「
原
則
と
し
て
、
後
発
医
薬
品

に
よ
り
そ
の
給
付
を
行
う
も
の
と

す
る
」
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

後
発
医
薬
品
の

有
効
性
・
安
全
性
に
疑
問
も

　

後
発
医
薬
品
の
有
効
性
や
安
全

性
は
一
般
に
先
発
医
薬
品
と
同
等

と
さ
れ
て
い
る
が
、
医
師
・
歯
科

医
師
の
間
で
も
、
後
発
医
薬
品
の

安
全
性
や
有
効
性
に
つ
い
て
疑
問

が
示
さ
れ
る
こ
と
は
多
い
。
兵
庫

県
下
の
医
師
・
歯
科
医
師
で
構
成

す
る
兵
庫
県
保
険
医
協
会
が
会
員

を
対
象
に
行
な
っ
た
調
査
で
も
63

・
６
％
の
医
師
が
、「
先
発
品
に

比
べ
効
き
が
劣
る
も
の
が
あ
る
と

感
じ
る
こ
と
が
あ
る
」
と
回
答
し

て
い
る
。
同
様
の
傾
向
は
厚
生
労

働
省
が
行
っ
た
「
後
発
医
薬
品
の

使
用
状
況
調
査
報
告
書
」
で
も
明

ら
か
と
な
っ
て
い
る
。

　

す
で
に
生
活
保
護
受
給
者
に
お

け
る
後
発
医
薬
品
使
用
割
合
が
医

療
全
体
よ
り
高
い
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
生
活
保
護
受
給
者
に
対
す
る

後
発
医
薬
品
使
用
が
原
則
と
さ
れ

れ
ば
、
生
活
保
護
受
給
者
は
非
受

給
者
よ
り
も
安
全
性
や
効
果
の
低

い
可
能
性
の
あ
る
医
薬
品
使
用

を
、
医
療
扶
助
費
抑
制
の
目
的
の

た
め
に
さ
ら
に
推
進
さ
れ
る
こ
と

に
な
る
。
ま
た
、
薬
局
に
お
い
て

後
発
医
薬
品
を
調
剤
し
な
か
っ
た

理
由
は
「
患
者
の
意
向
」
の
割
合

が
67
・
２
％
と
高
い
。
こ
れ
ら
の

こ
と
か
ら
、
改
定
生
活
保
護
法
が

「
こ
の
法
律
に
よ
り
保
障
さ
れ
る

最
低
限
度
の
生
活
は
、
健
康
で
文

化
的
な
生
活
水
準
を
維
持
す
る
こ

と
が
で
き
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
」
と
定
め
て
い
る
こ
と
に

反
し
て
い
る
ば
か
り
で
な
く
「
す

べ
て
国
民
は
、
法
の
下
に
平
等
で

あ
っ
て
、
人
種
、
信
条
、
性
別
、

社
会
的
身
分
又
は
門
地
に
よ
り
、

政
治
的
、
経
済
的
又
は
社
会
的
関

係
に
お
い
て
、
差
別
さ
れ
な
い
」

と
す
る
日
本
国
憲
法
14
条
に
抵
触

し
て
い
る
可
能
性
も
あ
る
。

医
師
の
処
方
権

強
く
担
保
す
る
規
定
を

　

ま
た
、
２
０
１
５
年
度
の
生
活

保
護
受
給
者
の
構
成
割
合
は
高
齢

者
49
・
５
％
、
障
害
者
11
・
７

％
、
傷
病
者
15
・
６
％
で
あ
り
、

実
に
生
活
保
護
受
給
者
の
う
ち
８

割
近
く
が
一
般
的
に
よ
り
手
厚
い

医
療
を
必
要
と
し
て
い
る
人
で
あ

る
。

　

こ
れ
ら
の
人
に
、
非
受
給
者
よ

り
も
安
全
性
や
効
果
の
低
い
可
能

性
の
あ
る
医
薬
品
を
強
制
的
に
使

う
こ
と
に
な
れ
ば
、
早
期
の
治
療

に
困
難
を
き
た
し
、
法
改
正
の

「
生
活
困
窮
者
等
の
自
立
を
促

進
」
と
い
う
趣
旨
に
も
反
す
る
こ

と
に
な
る
。
よ
っ
て
、
同
法
の
具

体
的
運
用
を
定
め
る
同
規
程
に
つ

い
て
は
廃
止
す
る
か
、
少
な
く
と

も
医
師
の
医
学
的
知
見
と
そ
れ
に

基
づ
く
処
方
権
を
強
く
担
保
す
る

規
程
を
盛
り
込
む
べ
き
で
あ
る
。

　

ま
た
、
医
師
に
よ
る
先
発
薬
の

処
方
を
萎
縮
さ
せ
な
い
た
め
に
、

先
発
薬
の
処
方
を
行
っ
た
際
に
、

規
程
違
反
と
な
ら
な
い
こ
と
を
盛

り
込
む
べ
き
で
あ
る
。

貧
困
対
策
費
の
抜
本
増
を

　

そ
も
そ
も
、
本
法
改
正
の
目
的

は
、
生
活
保
護
受
給
者
に
対
し
て

全
額
公
費
で
賄
わ
れ
る
医
療
扶
助

費
抑
制
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で

あ
る
。

　

日
本
で
は
人
口
の
１
・
６
％
し

か
生
活
保
護
を
利
用
し
て
い
な
い

と
言
わ
れ
て
お
り
、
先
進
諸
外
国

よ
り
も
利
用
率
は
か
な
り
低
い
。

さ
ら
に
捕
捉
率
は
ド
イ
ツ
の
64
・

６
％
、
フ
ラ
ン
ス
の
91
・
６
％
、

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
82
％
に
比
べ
、

日
本
で
は
２
割
程
度
に
す
ぎ
な
い

と
さ
れ
て
い
る
。
生
活
保
護
制
度

は
憲
法
25
条
が
保
障
す
る
「
健
康

で
文
化
的
な
最
低
限
度
の
生
活
」

を
権
利
と
し
て
具
体
化
し
た
も
の

で
あ
り
、
財
政
的
な
理
由
で
、
ま

し
て
や
公
費
を
抑
制
す
る
た
め

に
、
患
者
の
受
療
権
を
侵
害
す
る

の
は
誤
り
で
あ
る
。

　

ま
た
、
改
正
の
理
由
は
ど
こ
に

も
明
確
に
さ
れ
て
お
ら
ず
、
こ
の

よ
う
な
制
度
の
推
進
は
、
公
的
医

療
が
醸
成
し
て
き
た
公
平
性
を
著

し
く
欠
き
、
社
会
に
分
断
と
差
別

と
対
立
を
増
長
す
る
危
険
性
が
高

づ
く
り
」
の
た
め
に
は
、
す
べ
て

の
人
に
「
心
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
」

が
必
要
で
す
。
と
も
に
「
ひ
ま
わ

り
号
」
に
乗
り
、
す
べ
て
の
人
の

夢
と
希
望
の
実
現
に
向
か
っ
て
走

り
ま
し
ょ
う
。

　

当
日
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
お
願

い
し
ま
す
が
、
参
加
で
き
な
い
方

は
、
ぜ
ひ
募
金
を
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

※
募
金
は
郵
便
振
替
口
座
０
０
９

１
０
―
２
―
１
５
０
３
６
６
兵
庫

県
保
険
医
協
会
。
案
内
・
振
込
用

紙
を
月
刊
保
団
連
10
月
号
に
同
封

し
て
い
ま
す
。
お
問
い
合
わ
せ

は
、
☎
078
―
393
―
１
８
０
７
ま
で

ま
せ
ん
。

　

「
い
つ
で
も
、
だ

れ
で
も
、
ど
こ
へ
で

も
、
安
心
し
て
利
用

で
き
る
交
通
の
し
く

み
」
と
、
安
心
し
て

住
み
続
け
ら
れ
る

「
人
に
優
し
い
ま
ち

辛
さ
が
よ
く
分
か
り
ま
す
。
高
齢

化
が
進
む
日
本
に
お
い
て
、
障
が

い
者
と
健
常
者
の
間
に
線
引
き
は

で
き
ま
せ
ん
。

　

近
年
、
ま
ち
づ
く
り
の
考
え
方

は
、「
バ
リ
ア
フ
リ
ー
」
か
ら

「
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
」
へ

と
進
化
し
、
障
が
い
者
と
健
常
者

が
と
も
に
暮
ら
し
や
す
い
社
会
づ

く
り
が
進
ん
で
き
ま
し
た
。
し
か

し
、
障
が
い
者
は
列
車
で
外
出
し

た
く
て
も
、
ち
ょ
っ
と
し
た
段

差
、
ホ
ー
ム
と
列
車
の
空
間
な

ど
、
一
つ
間
違
え
ば
命
に
か
か
わ

る
事
態
に
も
な
り
か
ね
ず
、
ま
だ

ま
だ
簡
単
に
は
列
車
を
利
用
で
き

　

今
年
も
障
が
い
者
の
夢
と
希
望

を
乗
せ
、「
ひ
ま
わ
り
号
」
が
走

り
ま
す
。

　

今
年
の
ひ
ま
わ
り
号
は
、
11
月

11
日
（
日
）、
福
井
県
敦
賀
市
へ

行
く
予
定
で
す
。
多
く
の
方
に
参

加
し
て
い
た
だ
き
、
障
が
い
者
と

と
も
に
旅
行
を
楽
し
み
、
お
互
い

に
理
解
し
、
思
い
を
共
有
す
る
機

会
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

障
が
い
は
生
ま
れ
つ
き
の
も
の

だ
け
で
は
な
く
、
病
気
や
事
故
、

あ
る
い
は
心
身
の
老
化
に
よ
り
、

私
を
含
め
す
べ
て
の
人
が
必
ず
経

験
す
る
も
の
で
、
そ
の
長
短
は
と

も
か
く
、
一
度
経
験
す
る
と
そ
の

ル
の
手
法
は
、
米
軍
基
地
だ
け
で

な
く
原
発
や
産
廃
処
理
場
、
と
も

す
れ
ば
医
師
や
医
療
機
関
の
配
置

に
至
る
ま
で
、
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る

方
面
で
見
ら
れ
、
単
に
一
地
方
の

一
問
題
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

玉
城
氏
が
当
選
を
果
た
し
た
も

の
の
、
厳
し
い
い
ば
ら
の
道
は
続

き
ま
す
。
国
は
法
的
手
段
で
対
抗

し
辺
野
古
埋
め
立
て
を
強
行
し
よ

う
と
す
る
で
し
ょ
う
。
国
の
方
針

を
覆
す
司
法
の
判
断
は
困
難
な
こ

と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

両
候
補
の
得
票
率
は
55
・
１
％

と
43
・
９
％
で
し
た
。
私
た
ち
が

ま
ず
な
す
べ
き
こ
と
は
、
沖
縄
の

豊
か
な
自
然
を
守
り
、
経
済
の
発

展
を
も
た
ら
し
、
沖
縄
の
負
担
と

県
民
の
分
断
を
解
消
す
る
こ
と
で

す
。

　

今
後
も
こ
の
よ
う
な
機
会
が
あ

れ
ば
、
そ
の
時
々
の
情
勢
と
民
主

的
討
議
を
踏
ま
え
支
援
を
行
い
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

回
し
た
こ
と
を
69
・
３
％
の
県
民

が
支
持
し
て
い
る
と
い
う
「
沖
縄

県
民
の
民
意
」、
沖
縄
県
の
医
師

・
歯
科
医
師
の
仲
間
た
ち
に
よ
る

推
薦
と
支
援
要
請
が
行
わ
れ
た
と

い
う
３
点
か
ら
、
沖
縄
の
基
地
を

私
た
ち
の
問
題
と
し
て
と
ら
え
、

協
会
と
し
て
機
関
決
定
し
、
非
力

な
が
ら
「
有
志
の
会
」
に
対
し
支

援
を
実
行
し
ま
し
た
。
ご
協
力
い

た
だ
い
た
方
々
に
心
よ
り
お
礼
申

し
上
げ
る
と
と
も
に
、
喜
び
を
分

か
ち
合
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
選
挙
の
最
大
の
争
点
は
、

日
本
国
全
体
の
安
全
保
障
に
か
か

わ
る
基
地
問
題
で
し
た
。
ま
た
、

地
方
に
対
す
る
経
済
的
「
援
助
」

と
引
き
換
え
に
、
地
方
の
自
然
環

境
を
犠
牲
に
し
、
そ
こ
に
暮
ら
す

人
々
の
安
心
・
安
全
な
生
活
を
奪

う
と
い
う
国
と
地
方
の
関
係
、
言

い
換
え
れ
ば
地
方
の
自
治
権
・
自

立
権
が
問
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
よ

う
な
国
に
よ
る
弱
者
コ
ン
ト
ロ
ー

　

９
月
30
日
の
沖
縄
県
知
事
選
挙

で
は
、
玉
城
デ
ニ
ー
氏
が
過
去
最

高
の
得
票
を
獲
得
し
、
初
め
て
の

当
選
を
果
た
し
ま
し
た
。
玉
城
氏

は
、
沖
縄
県
保
険
医
協
会
会
長
の

仲
里
尚
実
先
生
が
中
心
と
な
っ
て

結
成
し
た
「
沖
縄
県
知
事
選
挙
有

志
の
会
」
が
推
薦
し
、
米
軍
普
天

間
基
地
の
名
護
市
辺
野
古
へ
の
移

設
阻
止
を
訴
え
て
い
ま
し
た
。

　

今
回
、
兵
庫
協
会
は
、
こ
れ
ま

で
の
協
会
の
「
沖
縄
・
普
天
間
基

地
を
無
条
件
撤
去
し
、
辺
野
古
沖

へ
の
新
基
地
建
設
計
画
を
中
止
す

る
よ
う
米
国
に
求
め
る
」
と
い
う

評
議
員
会
決
議
、
辺
野
古
新
基
地

建
設
に
と
も
な
う
埋
め
立
て
承
認

を
故
翁
長
雄
志
沖
縄
県
知
事
が
撤

い
。
高
齢
者
や
障
害
者
、
傷
病
者

が
大
半
を
占
め
る
と
い
う
生
活
保

護
受
給
者
の
構
成
割
合
か
ら
も
明

ら
か
な
よ
う
に
、
生
活
保
護
受
給

者
増
加
の
背
景
に
は
、
極
め
て
不

十
分
な
老
齢
年
金
や
障
害
年
金
制

度
が
あ
る
。

　

今
、
求
め
ら
れ
て
い
る
の
は
生

活
保
護
受
給
者
へ
の
後
発
医
薬
品

使
用
原
則
化
な
ど
に
よ
る
生
活
保

護
費
抑
制
な
ど
で
は
な
く
、
貧
困

対
策
を
中
心
と
す
る
社
会
支
出
の

抜
本
増
で
あ
る
。

厚
労
省
パ
ブ
コ
メ
「
後
発
医
薬
品
の
使
用
原
則
化
」
へ
意
見
提
出

談　話

沖縄県知事選挙結果を受けて
兵庫県保険医協会理事長　　西山　裕康

障
が
い
者
の
日
帰
り
列
車
旅
行「
神
戸
ひ
ま
わ
り
号
」

ご
参
加
と
募
金
の
お
願
い

理
事
長　
　

西
山　

裕
康

1111
・・
1111
福
井
県
敦
賀
市
へ

福
井
県
敦
賀
市
へ

共済部ライフプランセミナー

お申し込み・お問い合わせは、☎078－393－1805まで

「しっかり老後資産を育てる」資産運用の考え方「しっかり老後資産を育てる」資産運用の考え方
～投資のイメージが変わる!?～～投資のイメージが変わる!?～

日　時　10月27日（土）15時～16時30分　　会　場　協会５階会議室
講　師　野村證券株式会社神戸支店ファイナンシャルアドバイザー　原田丈士氏

　

沖
縄
県
知
事
選
挙
で
、
兵
庫
協

会
が
沖
縄
協
会
・
有
志
の
会
の
要

請
に
応
え
て
支
援
し
た
、
玉
城
デ

ニ
ー
候
補
が
当
選
し
た
こ
と
を
受

け
て
の
西
山
裕
康
理
事
長
の
談
話

を
掲
載
す
る
。
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支　　部　　の　　催　　物　　案　　内支　　部　　の　　催　　物　　案　　内

Ａ機能 Ｂ分類 Ｃ項目

食べる

咀嚼機能

歯の萌出に遅れがある
機能的因子による歯列・咬合の異常がある：乳歯列完成後
（３歳以降）に評価
咀嚼に影響するう触がある：離乳完了後（１歳半以降）に
評価
強く咬みしめられない：乳歯列完成後（３歳以降）に評価
咀嚼時間が長すぎる、短すぎる：乳歯列完成後（３歳以
降）に評価
偏咀嚼がある：乳歯列完成後（３歳以降）に評価

嚥下機能 舌の突出（乳児嚥下の残存）がみられる（離乳完了後）

食行動 哺乳量・食べる量、回数が多すぎたり少なすぎたりムラが
あるなど

話す 構音機能

構音に障害がある（音の置換、省略、歪みなどがある）
口唇の閉鎖不全がある（安静時に口唇閉鎖を認めない）
口腔習癖がある
舌小帯に異常がある

その他

栄養（体格） やせ、または肥満である（カウプ指敵・ローレル指数で評価）

その他

口呼吸がある
口蓋扁桃等に肥大がある
睡眠畤のいびきがある
上記以外の問題点

２０１８年(平成３０年)１０月１５日(毎月３回５・15・25日発行)（３） 第１８９１号

　

北
阪
神
支
部
は
９
月
15
日
に
伊

丹
市
内
で
在
宅
医
療
研
究
会
を
開

催
し
、
会
員
、
職
員
ら
66
人
が
参

加
し
た
。
つ
ち
や
ま
内
科
ク
リ
ニ

ッ
ク
（
西
宮
市
）
の
土
山
雅
人
先

生
が
「
認
知
症
に
関
す
る
最
近
の

話
題
〜
レ
ビ
ー
小
体
型
認
知
症
、

て
ん
か
ん
、
認
知
症
予
防
〜
」
を

テ
ー
マ
に
講
演
し
た
。

う
に
見
え
る
、
壁
の
柄
が
人
の
顔

に
見
え
る
、
な
ど
が
あ
り
、
こ
れ

ら
の
症
状
は
脱
水
や
発
熱
な
ど
体

調
が
悪
い
時
に
出
や
す
い
と
解

説
。
患
者
の
体
調
管
理
に
配
慮
す

る
と
と
も
に
、
幻
覚
へ
の
対
応
と

　

土
山
先
生
は
、
レ
ビ
ー

小
体
型
認
知
症
（
Ｄ
Ｌ

Ｂ
）
の
中
核
症
状
は
、
記

憶
な
ど
認
知
機
能
の
障
害

で
あ
り
、
妄
想
や
幻
覚
な

ど
の
頻
度
が
高
く
、
精
神

疾
患
と
誤
認
さ
れ
る
こ
と

が
あ
る
と
紹
介
し
た
。

　

Ｄ
Ｌ
Ｂ
に
特
徴
的
な
幻

覚
と
し
て
、
知
ら
な
い
人

が
ベ
ッ
ド
で
寝
て
い
る
よ

し
て
、
本
人
の
話
を
よ
く
聞
き
な

が
ら
、
病
気
の
症
状
で
あ
る
こ
と

を
理
解
さ
せ
る
こ
と
が
重
要
だ
と

し
た
。

　

高
齢
者
に
み
ら
れ
る
て
ん
か
ん

症
状
に
つ
い
て
は
、
痙
攣
の
症
状

が
な
く
て
も
、
呼
び
か
け
に
反
応

し
な
い
、
急
に
感
情
的
に
な
る
な

ど
、
認
知
症
の
症
状
と
誤
認
さ
れ

る
こ
と
が
あ
る
た
め
、
症
状
の
注

視
が
重
要
だ
と
ア
ド
バ
イ
ス
し

た
。

　

ま
た
、
高
齢
者
の
て
ん
か
ん
は

脳
卒
中
発
症
後
や
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ

ー
型
認
知
症
患
者
に
も
現
れ
や
す

い
と
例
を
示
し
た
。

　

現
在
、
て
ん
か
ん
の
専
門
医
は

ま
だ
少
な
い
が
、
抗
て
ん
か
ん
薬

で
神
経
症
状
が
改
善
す
る
病
態
が

あ
る
こ
と
が
分
か
っ
て
き
て
お

り
、
今
後
は
診
療
の
ハ
ー
ド
ル
が

低
く
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い

る
と
し
た
。

　

最
後
に
、
認
知
症
や
フ
レ
イ
ル

（
虚
弱
）
予
防
の
ポ
イ
ン
ト
と
し

て
、
体
を
動
か
す
だ
け
で
な
く
食

事
や
睡
眠
な
ど
生
活
習
慣
の
見
直

し
や
、
地
域
の
集
ま
り
へ
の
参
加

な
ど
社
会
と
関
わ
る
こ
と
が
重
要

で
あ
る
と
訴
え
た
。

　

当
方
Ｇ
、
Ｂ
、
Ｄ
ｓ
可
能
。
高

校
時
代
に
Ｂ
担
当
（
文
化
祭
は
エ

レ
キ
禁
止
！
）。
大
学
軽
音
で

（
ヨ
ッ
ト
部
の
シ
ー
ズ
ン
オ
フ

に
）
Ｄ
ｓ
担
当
、
ダ
ン
パ
で
の
伴

奏
経
験
あ
り
。

　

ジ
ャ
ン
ル
は
ク
ラ
シ
ッ
ク
、
民

謡
以
外
で
応
相
談
。
機
材
は
Ｂ

級
、
腕
前
は
Ｃ
級
で
練
習
中
、
そ

の
か
わ
り
口
は
達
者
で
Ａ
級

（
？
）
で
す
。

　

会
員
内
に
も
音
楽
を
嗜
む
方
が

お
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。
ま
ず
は

ジ
ャ
ン
ル
に
こ
だ
わ
ら
ず
、
情
報

を
交
換
し
ま
し
ょ
う
。
会
内
に
グ

ル
ー
プ
が
い
く
つ
か
で
き
れ
ば
い

い
な
と
思
い
ま
す
。
最
終
目
標
は

来
年
の
50
周
年
記
念
！
（
企
画
未

定
）
１
年
も
あ
れ
ば
な
ん
と
か
な

る
で
し
ょ
う
。

　

ご
連
絡
は
協
会
（
☎
078
―
393
―

１
８
０
７
）
へ
。
で
き
る
楽
器
、

希
望
ジ
ャ
ン
ル
、
年
齢
・
性
別

（
は
、
い
ず
れ
も
任
意
）
腕
前

（
？
）
な
ど
を
ご
連
絡
願
い
ま
す
。

　

追
伸
：
ギ
タ
ー
売
り
ま
す
（
写

真
）。
フ
ェ
ン
ダ
ー
ジ
ャ
パ
ン
Ｔ

シ
リ
ア
ル
１
９
９
４
〜
95
年
製
。

ネ
ッ
ク
交
換
用
に
ヤ
フ
オ
ク
に
て

３
万
円
で
ゲ
ッ
ト
す
る
も
、
思
っ

た
よ
り
奇
麗
す
ぎ
て
ボ
デ
ィ
と
不

釣
り
合
い
の
た
め
手
放
し
ま
す
。

ハ
ー
ド
オ
フ
見
積
も
り
で
１
・
５

万
円
の
と
こ
ろ
を
１
万
円
で
！　

初
心
者
、
子
ど
も
さ
ん
へ
の
プ
レ

ゼ
ン
ト
に
は
勿
体
な
い
く
ら
い
で

一
見
の
価
値
あ
り
（
試
奏
可
）。

興
味
の
あ
る
方
は
、
こ
ち
ら
も
協

会
ま
で
ご
連
絡
を
。

土山先生（上）を講師に認知症患者の症状や
その対応のポイントを学んだ　　　　　　　

フ
ェ
ン
ダ
ー
ジ
ャ
パ
ン
Ｔ
シ
リ
ア
ル
１
９
９
４
〜
95
年
製

バ
ン
ド
や
ろ
う
ぜ

メ
ン
バ
ー
募
集
！

明
石
市　
　

西
山　

裕
康

員員 稿稿
会 投

北阪神支部　在宅医療研究会北阪神支部　在宅医療研究会

生活改善や社会参加で
認知症やフレイル予防

「発酵食品の魅力
 ～おいしく食べて健康長寿～」
日　時　10月27日（土）15時～
会　場　伊丹市立図書館ことば蔵
講　師　武庫川女子大学生活環境学部
　　　　食物栄養学科　松井徳光先生

■北阪神支部■第33回支部総会・記念講演

「医療機関での個人情報の取り扱い
 ～第三者提供、関連法令やガイドライン～」
日　時　11月17日（土）17時30分～
会　場　協会５階会議室
講　師　神戸あじさい法律事務所
　　　　所属弁護士　増田正幸先生

■神戸支部■研究会
英語 で 診 療「Periodontal disease of 
diabetics, Teeth cavities in childhood
 ＝糖尿病患者の歯周病、子どもの虫歯＝」
日　時　10月19日（金）14時～
会　場　西宮市医療会館１階会議室
講　師　Mr. Robert Conroy

■西宮・芦屋支部■勉強会

「秋の京都『妙心寺・退蔵院』でゆったり
 ～ワイナリーで試飲、お買い物も」
日　時　11月23日（金・祝）
　　　　JR明石駅８時集合
参加費　大人9000円
　　　　小学生以下4500円

■明石支部■日帰りバスツアー

お申し込み・お問い合わせは、☎078－393－1801まで

Ｑ１　「口腔機能発達不全症」に関
する基本的な考え方」（平成30年３
月日本歯科医学会）に記載されてい
る管理の概要によると、管理計画を
立案し、患者または家族等に説明・
同意を得て文書提供し、訓練・指導
をして、改善への変化がほとんどな
い場合は、６カ月後に指導・管理の
中止をし、再開は６カ月後とある
が、まったく効果がなければ専門の
医科に紹介するなどするが、６カ月
後の再評価で少しずつでも歯科での
訓練・指導で改善がみられれば引き
続き管理を続けて良いか。
Ａ１　良いです。６カ月後の継続に
ついては厚労省に確認済みです。口
腔機能発達の情報や治療・訓練の計
画内容を十分に患者・家族等に説明
することが大切です。
Ｑ２　小児口腔機能管理加算〈小機
能＋100点〉は、歯科疾患管理料
（歯管）の算定日でないと算定でき
ないのか。加算が算定できる要件は

何か。カラー写真は毎回撮影するの
か。
Ａ２　歯管の加算ですので同日で
す。15歳未満の口腔機能の発達不全
を認める患者で、表の評価項目（Ｃ
項目）のうち咀嚼機能を含む３項目
以上に該当する場合が加算の対象で
す。算定要件を満たさないが、チェ
ックリストのＡ機能「食べる」「話
す」のうち２項目以上該当（うち、
咀嚼機能の６項目のうち一つ以上を
含む）する「口腔機能発達不全症」
と診断した患者について口腔機能管
理を行った場合は、加算は算定でき
ませんが病名をつけて歯管100点は
算定可能です。
　口腔外または口腔内カラー写真
は、加算の初回算定日には必ず撮影
し、その後は少なくとも加算を３回
算定するにあたり１回以上撮影し、
カルテ添付またはデジタル画像を電
子媒体に保存・管理してください。

歯科保険請求
101

〈口腔機能発達不全症の診断と管理〉

医師・歯科医師・薬剤師・メディカルスタッフの交流企画

第27回日常診療経験交流会
〈メインテーマ〉

あなたのAIのイメージは？～医療でのあなたのAIのイメージは？～医療での○○
マルマル

とと××
バツバツ

～～

日　時　10月28日（日）10時～17時
会　場　神戸市産業振興センター（JR神戸駅から徒歩約７分）
◇ 分科会（10時～14時35分）メインテーマ関連、日常診療、在宅医療、
病診連携等の各種演題発表。協会ホームページhttp://hhk.jpに各演題
の抄録を掲載

◇救急フェスタ　CPR講習会（13時～14時30分）
◇薬科部企画　薬膳茶試飲コーナー
◇ 展示コーナー　ポスターセッション、医院新聞、文化部作品展「あな
たと私の展示会」、情報ネットワークコーナーなど

◇医科・歯科・薬科交流企画（14時50分～17時）
　医療へのAI／ICTの導入について、医師・歯科医師・薬剤師の各先生
が報告します。
〈医科〉「支払基金改革と韓国の審査システム」 協会審査対策部　八木秀満先生
〈歯科〉「CAD／CAM活用の現在」 須磨区・とも歯科医院　坂口智計先生
 K.D.A Laboratory　歯科技工士　雨松真希人氏
〈薬科〉「 健康サポート薬局における調剤業務の機械化とヘルスプロモーションの

取り組み」 一般社団大阪ファルマプラン理事長　廣田憲威先生

お申し込み・お問い合わせは、☎078－393－1840 研究部まで
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地
域
住
民
の
健
康
と
命
の
最
後
の
砦
と
し
て
役
割
を
果
た
す
全

国
で
９
５
０
近
く
の
自
治
体
病
院
。
低
診
療
報
酬
の
下
、
民
間
医

療
機
関
で
は
提
供
で
き
な
い
へ
き
地
医
療
を
担
う
な
ど
、
そ
の
役

割
は
ま
す
ま
す
増
し
て
い
る
。
他
方
、
国
に
よ
る
医
師
養
成
数
の

削
減
や
新
専
門
医
制
度
に
よ
る
専
攻
医
の
都
市
部
集
中
、
地
域
医

療
構
想
に
よ
る
病
床
の
削
減
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
医
療
制
度
改
革
が

自
治
体
病
院
に
も
影
響
を
与
え
て
い
る
。
今
年
６
月
に
新
た
に
全

国
自
治
体
病
院
協
議
会
の
会
長
に
就
任
し
た
小
熊
豊
先
生
に
、
大

き
く
変
化
し
つ
つ
あ
る
医
療
制
度
の
下
で
の
自
治
体
病
院
の
新
た

な
役
割
や
課
題
に
つ
い
て
西
山
裕
康
理
事
長
と
住
江
憲
勇
保
団
連

会
長
が
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
た
。

北
海
道
胆
振
東
部

北
海
道
胆
振
東
部

地
震
の
被
害

地
震
の
被
害

　

西
山　

今
回
は
ご
多
忙
の
中
、

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
受
け
て
い
た
だ

き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

住
江　

は
じ
め
に
、
先
生
の
故

郷
で
あ
る
北
海
道
で
起
こ
り
ま
し

た
今
回
の
胆
振
東
部
地
震
の
お
見

舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。
私
も
９

月
10
日
か
ら
２
日
間
現
地
を
訪
問

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
北
海

道
医
会
の
会
員
で
は
、
４
件
の
医

療
機
関
が
被
災
し
ま
し
た
。
現
地

は
地
形
が
大
き
く
変
わ
っ
て
し
ま

っ
た
よ
う
で
、
大
変
な
揺
れ
だ
っ

た
と
い
う
の
が
分
か
り
ま
し
た
。

　

小
熊　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
実
は
今
回
の
地
震
で
、
私
の

実
家
が
倒
壊
し
て
し
ま
い
ま
し

た
。
私
の
両
親
は
安
平
町
で
石
造

り
の
建
物
で
診
療
所
を
経
営
し
て

い
ま
し
た
。
す
で
に
両
親
は
そ
こ

に
住
ん
で
お
ら
ず
、
現
在
は
地
元

行
政
の
要
請
を
受
け
て
建
物
を
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
の
事
務
所
と
し
て
使
っ

て
い
た
た
め
、
当
日
は
無
人
だ
っ

た
の
が
幸
い
で
し
た
。
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ

の
待
機
命
令
が
出
ま
し
た
の
で
、

テ
レ
ビ
で
情
報
収
集
を
し
て
い
た

の
で
す
が
、
ち
ょ
う
ど
倒
壊
し
た

実
家
が
ニ
ュ
ー
ス
の
映
像
で
流
れ

て
驚
き
ま
し
た
。

　

住
江　

先
生
が
名
誉
院
長
を
務

め
ら
れ
て
い
る
砂
川
市
立
病
院
な

ど
道
内
の
医
療
機
関
の
状
況
は
ど

う
で
し
た
か
。

　

小
熊　

幸
い
北
海
道
で
機
能
不

全
に
陥
っ
た
病
院
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
し
か
し
、
停
電
が
大
変

だ
っ
た
よ
う
で
す
。

　

住
江　

ま
だ
ま
だ
、
復
興
に
は

大
変
な
苦
労
が
い
る
と
思
い
ま

す
。
私
た
ち
で
で
き
る
こ
と
が
あ

り
ま
し
た
ら
お
っ
し
ゃ
っ
て
く
だ

さ
い
。

　

小
熊　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。深

刻
な
医
師
不
足

深
刻
な
医
師
不
足

医
学
部
定
員
の
維
持
を

医
学
部
定
員
の
維
持
を

　

西
山　

さ
て
、
ま
ず
は
現
在
、

政
府
で
議
論
が
進
め
ら
れ
て
い
る

医
師
の
働
き
方
改
革
に
つ
い
て
ご

意
見
を
く
だ
さ
い
。

　

小
熊　

は
い
。
私
た
ち
全
国
自

治
体
病
院
協
議
会
で
は
全
国
を
七

つ
の
ブ
ロ
ッ
ク
に
分
け
て
お
り
、

そ
の
ブ
ロ
ッ
ク
の
会
議
で
も
共
通

議
題
と
し
て
医
師
の
働
き
方
改
革

を
議
論
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
各

病
院
か
ら
出
て
く
る
の
は
、
都
会

で
も
地
方
で
も
医
師
が
不
足
し
て

い
る
と
い
う
声
で
す
。
も
ち
ろ
ん

偏
在
も
あ
る
で
し
ょ
う
が
、
や
は

り
絶
対
数
が
不
足
し
て
い
る
と
見

る
べ
き
で
す
。

　

厚
生
労
働
省
は
医
師
の
需
給
に

つ
い
て
３
通
り
の
試
算
を
行
っ

て
、
医
師
は
近
い
う
ち
に
充
足
す

る
と
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
こ

の
試
算
は
、
医
師
が
長
時
間
の
時

間
外
労
働
を
す
る
と
い
う
前
提
で

行
わ
れ
て
い
ま
す
（
図
）。
そ
も

そ
も
、
こ
う
し
た
長
時
間
労
働
を

規
制
す
る
「
働
き
方
改
革
」
で
あ

る
は
ず
な
の
に
、
な
ぜ
そ
の
よ
う

な
試
算
を
す
る
の
か
。
私
た
ち
は

厚
労
省
に
も
強
く
指
摘
し
て
い
ま

す
。
そ
の
代
わ
り
に
医
師
を
３
交

代
制
に
し
た
場
合
に
必
要
と
な
る

医
師
数
を
試
算
す
べ
き
だ
と
提
案

し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
上
で
、
私
た
ち
は
せ
め
て

医
師
の
養
成
数
は
現
状
を
維
持
す

べ
き
だ
と
要
請
し
て
い
ま
す
。
１

９
８
２
年
に
医
学
部
定
員
抑
制
が

閣
議
決
定
さ
れ
、
２
０
０
８
年
の

定
員
増
ま
で
26
年
に
わ
た
り
医
師

養
成
数
は
抑
制
さ
れ
て
き
ま
し

た
。
働
き
盛
り
の
30
歳
代
後
半
か

ら
50
歳
代
ま
で
の
医
師
が
少
な
い

の
で
す
。
そ
の
影
響
が
今
、
非
常

に
強
く
出
て
い
ま
す
。
そ
れ
以
外

の
年
代
は
、
十
分
と
は
い
え
ま
せ

ん
が
そ
れ
な
り
の
人
数
が
い
ま
す

の
で
、
引
き
続
き
現
状
の
医
師
養

成
数
を
維
持
し
て
ほ
し
い
と
要
請

し
て
い
ま
す
。

　

地
域
偏
在
に
つ
い
て
は
、
各
大

学
の
地
域
枠
出
身
者
が
増
え
て
い

る
の
で
、
そ
の
先
生
方
を
う
ま
く

地
域
に
配
置
し
て
ほ
し
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　

西
山　

先
生
は
医
学
部
定
員
枠

の
維
持
と
お
っ
し
ゃ
い
ま
し
た

が
、
私
た
ち
は
医
学
部
定
員
の
拡

大
も
検
討
す
る
べ
き
だ
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

小
熊　

確
か
に
、
医
学
部
定
員

を
増
や
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
医

師
が
充
足
す
る
ま
で
の
時
間
は
短

縮
さ
れ
ま
す
。
し
か
し
、
現
状
、

高
校
生
の
う
ち
１
２
０
人
に
１
人

が
医
学
部
に
入
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
将
来
労
働
人
口
の
20
％
が
医

療
・
介
護
分
野
で
働
く
と
の
試
算

も
あ
り
ま
す
。
人
口
減
の
中
、
果

た
し
て
医
療
関
係
者
ば
か
り
増
や

し
て
よ
い
の
か
ど
う
か
と
い
う
観

点
も
あ
り
ま
す
。

　

西
山　

な
る
ほ
ど
。
政
府
は
医

師
の
負
担
軽
減
の
た
め
に
タ
ス
ク

シ
フ
テ
ィ
ン
グ
や
Ａ
Ｉ
の
利
用
を

推
進
す
る
と
し
て
い
ま
す
。

　

小
熊　

補
助
員
は
役
に
立
っ
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
看
護
師
は
増

え
て
い
ま
せ
ん
。
タ
ス
ク
シ
フ
テ

ィ
ン
グ
と
言
っ
て
も
そ
う
簡
単
に

は
い
か
な
い
で
し
ょ
う
。
一
方
で

Ａ
Ｉ
に
は
画
像
診
断
な
ど
の
分
野

で
期
待
し
て
い
ま
す
。

政
策
医
療
を
担
う

政
策
医
療
を
担
う

自
治
体
病
院
の
厳
し
い
経
営

自
治
体
病
院
の
厳
し
い
経
営

　

西
山　

医
師
の
増
員
を
行
う
に

し
て
も
タ
ス
ク
シ
フ
テ
ィ
ン
グ
を

進
め
る
に
し
て
も
、
財
政
的
な
裏

付
け
が
必
要
に
な
る
と
思
い
ま

す
。
や
は
り
政
府
は
国
民
医
療
費

を
増
や
す
べ
き
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

　

小
熊　

そ
の
通
り
で
す
。
自
治

体
病
院
も
含
め
、
病
院
の
運
営
は

本
来
は
診
療
報
酬
に
よ
っ
て
裏
付

け
ら
れ
る
べ
き
で
す
。
赤
字
が
問

題
と
さ
れ
る
自
治
体
病
院
で
す

が
、
実
は
一
時
期
多
く
の
病
院
が

黒
字
に
転
換
し
た
こ
と
が
あ
り
ま

し
た
。
小
泉
政
権
下
で
構
造
改
革

が
行
わ
れ
た
時
、
診
療
報
酬
マ
イ

ナ
ス
改
定
が
続
き
赤
字
病
院
が
増

え
ま
し
た
が
、
そ
の
後
は
わ
ず
か

な
が
ら
診
療
報
酬
が
引
き
上
げ
ら

れ
、
多
く
の
自
治
体
病
院
が
黒
字

転
換
し
た
の
で
す
。
し
か
し
、
安

倍
政
権
の
発
足
以
来
、
再
び
赤
字

の
病
院
が
増
え
て
い
ま
す
。
現
状

の
よ
う
な
低
診
療
報
酬
で
は
、
自

治
体
病
院
の
経
営
は
非
常
に
困
難

で
す
。

　

民
間
病
院
と
異
な
り
自
治
体
病

院
に
は
財
政
的
保
障
が
あ
る
と
言

わ
れ
ま
す
が
、
自
治
体
病
院
に
は

政
策
医
療
等
を
行
う
と
い
う
役
割

が
与
え
ら
れ
て
お
り
、
そ
う
し
た

医
療
は
診
療
報
酬
で
は
採
算
が
合

い
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
に
、
自
治

体
か
ら
の
繰
入
金
が
、
全
国
の
自

治
体
病
院
で
合
計
約
７
０
０
０
億

円
あ
る
の
で
す
。
こ
の
う
ち
、
総

務
省
が
「
へ
き
地
医
療
の
確

保
」、「
周
産
期
医
療
」
な
ど
と
決

め
た
基
準
に
基
づ
く
基
準
内
繰
入

金
が
約
６
０
０
０
億
円
で
す
。
こ

れ
は
法
律
に
定
め
ら
れ
た
も
の
な

の
で
問
題
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の

他
の
基
準
外
の
繰
入
金
が
約
１
０

０
０
億
円
あ
り
、
こ
の
部
分
が
問

題
視
さ
れ
る
の
で
す
。
し
か
し
、

こ
の
基
準
外
の
繰
入
金
も
使
途
を

精
査
す
れ
ば
基
準
内
に
該
当
す
る

も
の
が
多
い
こ
と
が
分
か
っ
て
い

ま
す
。
そ
れ
に
、
基
準
外
と
判
断

さ
れ
る
交
付
金
も
、
へ
き
地
医
療

を
担
う
病
院
が
都
市
部
の
医
師
に

勤
務
し
て
も
ら
う
た
め
に
手
当
て

す
る
交
通
費
や
、
医
師
や
看
護
師

の
待
遇
改
善
に
要
す
る
給
与
の
補

て
ん
な
ど
に
充
て
て
い
ま
す
。
や

は
り
自
治
体
病
院
は
、
へ
き
地
医

療
な
ど
民
間
病
院
で
は
な
か
な
か

取
り
組
め
な
い
採
算
性
の
低
い
医

療
を
受
け
持
っ
て
い
ま
す
の
で
、

一
定
の
補
助
が
必
要
な
の
は
明
ら

か
で
す
。

　

西
山　

そ
の
通
り
で
す
ね
。
し

か
し
、
総
務
省
は
自
治
体
病
院
の

赤
字
を
解
消
す
べ
く
、
自
治
体
や

病
院
に
改
革
を
強
く
迫
っ
て
い
ま

す
ね
。

　

小
熊　

私
た
ち
自
治
体
病
院
に

は
、「
へ
き
地
医
療
」「
政
策
医
療

・
不
採
算
医
療
」「
高
度
・
先
進

医
療
」「
研
修
の
実
施
や
医
師
派

遣
の
拠
点
」
と
い
う
四
つ
の
役
割

が
あ
り
ま
す
。
総
務
省
公
立
病
院

改
革
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
は
「
自
ら

が
果
た
す
べ
き
役
割
を
見
直
し
、

改
め
て
明
確
化
す
る
」
よ
う
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
民
間

医
療
機
関
で
提
供
で
き
る
医
療
は

民
間
に
任
せ
て
、
自
治
体
病
院
は

四
つ
の
役
割
だ
け
を
担
え
ば
よ
い

と
い
う
こ
と
で
す
。
し
か
し
、
四

つ
の
役
割
だ
け
を
行
う
こ
と
は
経

営
的
に
は
無
理
が
あ
り
ま
す
。
や

は
り
地
域
に
自
治
体
病
院
が
あ
る

業医の連携で地域医療を守ろう

 

（
５
面
へ
つ
づ
く
）

聞
き
手

聞
き
手

西山 裕康理事長

全国保険医団体連合会

住江 憲勇会長

こ
と
自
体
が
、
地
域
の
存
続
や
活

性
化
に
と
っ
て
大
切
な
要
素
に
な

っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
国
に
も

自
治
体
に
も
、
そ
う
し
た
地
域
全

体
を
考
え
て
自
治
体
病
院
の
改
革

を
進
め
る
べ
き
だ
と
常
に
述
べ
て

い
ま
す
。

地
域
に
頼
り
に
さ
れ
る

地
域
に
頼
り
に
さ
れ
る

自
治
体
病
院
に

自
治
体
病
院
に

　

住
江　

日
医
な
ど
は
地
域
医
療

構
想
で
病
床
削
減
が
行
わ
れ
る
の

で
は
な
い
か
と
懸
念
す
る
民
間
病

院
に
対
し
て
、「
公
立
病
院
の
病

床
が
減
る
だ
け
だ
か
ら
、
心
配
い

ら
な
い
」
な
ど
と
説
明
し
て
い
ま

す
。

　

西
山　

今
の
と
こ
ろ
自
治
体
病

院
に
対
す
る
病
床
削
減
の
強
い
要

請
等
は
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　

小
熊　

実
際
の
議
論
を
行
っ
て

い
る
各
地
の
地
域
医
療
構
想
調
整

会
議
で
は
、
自
治
体
か
ら
病
床
削

減
を
行
え
と
い
う
よ
う
な
要
請
は

な
い
よ
う
で
す
。
た
だ
、
総
務
省

が
公
立
病
院
に
、
改
革
プ
ラ
ン
を

作
成
さ
せ
る
に
あ
た
っ
て
、
病
床

稼
働
率
が
３
年
間
70
％
以
下
だ
っ

た
病
棟
に
つ
い
て
は
病
床
を
削
減

さ
せ
る
と
い
う
ル
ー
ル
を
導
入
し

た
の
で
、
今
後
病
院
に
よ
っ
て
は

ダ
ウ
ン
サ
イ
ジ
ン
グ
を
余
儀
な
く

さ
れ
る
で
し
ょ
う
。

　

し
か
し
、
病
床
稼
働
率
が
低

く
、
ベ
ッ
ド
が
余
っ
て
い
る
か
ら

と
い
っ
て
、
減
ら
せ
ば
い
い
の
か

と
い
う
と
そ
う
で
も
あ
り
ま
せ

ん
。
多
く
の
自
治
体
病
院
は
災
害

時
の
拠
点
と
な
り
ま
す
の
で
、
そ

う
し
た
事
態
に
備
え
て
ベ
ッ
ド
に

余
裕
を
持
つ
必
要
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
小
児
科
な
ど
診
療
科
に
よ

っ
て
は
入
院
患
者
数
が
減
っ
て
い

ま
す
が
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
完
全

に
な
く
す
わ
け
に
は
い
き
ま
せ

ん
。

上位推計：週55時間労働等で推計　　中位推計：週60時間労働等で推計
下位推計：週80時間労働等で推計　　　　　　　　　　　　　　　　　

図　厚労省の医師の需給推計
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2028年頃に約35万人で均衡 2033年頃に約36万人で均衡

医師供給の推計

医師需要の上位推計

中位推計

下位推計

出典： 厚労省医療従事者の需給に関する検討会第19回医師需給分科会資料
「医師の需給推計について」より
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住
江　

多
く
の
地
域
で
民
間
の

診
療
所
や
病
院
も
や
は
り
自
治
体

病
院
に
頼
っ
て
い
ま
す
。
自
治
体

病
院
の
病
床
が
減
る
と
い
う
の

は
、
民
間
病
院
や
診
療
所
に
と
っ

て
も
大
変
な
こ
と
で
す
。

　

小
熊　

そ
う
で
す
ね
。
私
は
常

々
、
自
治
体
病
院
の
先
生
方
に

「
地
域
に
自
治
体
病
院
が
あ
っ
て

よ
か
っ
た
」
と
言
わ
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
ほ
し
い
と
言
っ
て
い
ま

す
。
地
域
の
患
者
さ
ん
は
も
ち
ろ

ん
、
診
療
所
や
病
院
の
先
生
か
ら

も
頼
り
に
さ
れ
る
自
治
体
病
院
を

つ
く
っ
て
い
き
た
い
で
す
ね
。
一

方
で
、
自
治
体
病
院
は
、
も
と
も

と
住
民
の
要
請
を
受
け
設
立
さ
れ

て
き
ま
し
た
が
、
今
で
は
自
治
体

の
あ
り
方
も
大
き
く
変
わ
っ
て
い

ま
す
。
少
な
い
医
師
で
１
０
０
床

以
下
の
病
院
を
い
く
つ
も
設
置
す

る
よ
り
も
、
集
約
し
て
一
定
規
模

の
病
院
を
地
域
の
中
心
に
設
置

し
、
住
民
が
納
得
で
き
る
範
囲
で

そ
の
周
辺
に
住
ん
で
も
ら
う
と
い

う
い
わ
ゆ
る
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ

ー
の
考
え
方
も
必
要
だ
と
思
い
ま

す
。

　

西
山　

ど
の
よ
う
な
規
模
と
機

能
な
ら
、
住
民
が
納
得
で
き
る
の

か
と
い
う
目
安
が
大
切
で
す
ね
。

　

小
熊　

そ
う
で
す
ね
。
そ
う
し

た
こ
と
も
含
め
て
、
地
域
の
医
療

だ
け
で
な
く
、
介
護
の
あ
り
方
や

地
域
自
体
の
あ
り
方
な
ど
も
地
域

医
療
構
想
調
整
会
議
で
、
地
域
の

医
療
関
係
者
と
自
治
体
担
当
者
が

議
論
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
こ
れ
は
良
い
こ
と
だ
と
思
っ

て
い
ま
す
。

消
費
税
損
税
問
題
の
解
決
は

消
費
税
損
税
問
題
の
解
決
は

最
終
的
に
は
課
税
が
ベ
ス
ト

最
終
的
に
は
課
税
が
ベ
ス
ト

　

西
山　

さ
て
、
消
費
税
増
税
が

来
年
に
迫
っ
て
い
ま
す
。
自
治
体

病
院
は
規
模
が
大
き
な
と
こ
ろ
も

多
く
、
い
わ
ゆ
る
控
除
対
象
外
消

費
税
が
大
き
く
経
営
を
圧
迫
し
て

い
る
と
思
い
ま
す
。
そ
の
解
消
に

向
け
て
先
日
、
三
師
会
と
四
病
協

が
「
新
た
な
枠
組
み
」
を
発
表
し

ま
し
た
。

　

小
熊　

実
は
本
日
の
常
務
理
事

会
で
も
そ
の
話
が
で
ま
し
た
。
や

は
り
控
除
対
象
外
消
費
税
は
税
制

の
問
題
で
す
の
で
、
本
来
は
税
制

の
中
で
解
決
す
べ
き
だ
と
思
っ
て

い
ま
す
。
そ
う
い
う
意
味
で
は
消

費
税
導
入
時
か
ら
医
療
に
つ
い
て

は
非
課
税
で
は
な
く
課
税
に
し
て

お
け
ば
よ
か
っ
た
と
思
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
ま
で
に
も
是
正
す
る
機

会
は
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
が
、
今

と
な
っ
て
は
そ
れ
も
で
き
ま
せ

ん
。
で
す
か
ら
、
病
院
団
体
の
会

合
で
は
「
や
は
り
課
税
が
原
則

だ
」
と
い
う
意
見
は
根
強
い
の
で

す
が
、
今
回
の
診
療
報
酬
に
よ
る

補
て
ん
と
非
課
税
還
付
方
式
を
組

み
合
わ
せ
た
「
新
た
な
仕
組
み
」

も
次
善
の
策
と
い
う
こ
と
で
仕
方

な
い
の
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

議
論
の
中
で
診
療
所
は
益
税
に

な
っ
て
い
て
、
課
税
に
す
る
と
こ

れ
ま
で
の
診
療
報
酬
で
の
補
て
ん

分
が
引
き
は
が
さ
れ
て
減
収
に
な

る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
本
当

に
そ
う
な
の
か
な
と
思
い
ま
す
。

診
療
所
の
先
生
だ
っ
て
控
除
対
象

外
消
費
税
が
負
担
に
な
る
か
ら
、

本
当
は
必
要
な
設
備
投
資
を
控
え

て
何
と
か
経
営
し
て
い
る
と
い
う

の
が
実
情
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
そ
う
い
う
意
味
で
は
益
税
の

医
療
機
関
な
ど
ほ
と
ん
ど
な
く
、

や
は
り
課
税
に
よ
る
解
決
の
方
が

よ
い
と
思
い
ま
す
。

新
専
門
医
制
度
へ
の
期
待

新
専
門
医
制
度
へ
の
期
待

　

西
山　

今
年
か
ら
新
専
門
医
制

度
が
始
ま
り
ま
し
た
。
地
域
や
標

榜
科
の
偏
在
是
正
に
役
立
っ
て
ほ

し
い
と
い
う
期
待
の
一
方
、
逆
に

研
修
医
が
大
都
市
の
大
病
院
に
集

中
し
、
医
師
の
偏
在
が
加
速
す
る

と
も
危
惧
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

小
熊　

現
状
は
、
専
攻
医
が
都

市
部
に
集
中
し
て
お
り
、
是
正
し

て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
厚
生
労

働
省
は
、
よ
う
や
く
先
の
国
会
で

医
師
法
・
医
療
法
を
改
正
し
、
各

都
道
府
県
で
医
師
少
数
区
域
や
医

師
多
数
区
域
を
指
定
し
是
正
を
行

い
、
地
域
ご
と
に
各
科
の
必
要
医

師
数
を
算
出
す
る
と
言
っ
て
い
ま

す
。
そ
れ
に
基
づ
い
て
、
各
科
の

医
師
を
養
成
し
な
い
こ
と
に
は
、

こ
の
問
題
の
解
決
は
で
き
な
い
で

し
ょ
う
。
専
門
医
機
構
に
厚
労
省

が
物
申
す
の
は
大
賛
成
で
す
。
歓

迎
し
て
い
ま
す
。

　

住
江　

若
い
医
師
が
地
方
で
働

く
意
思
を
持
っ
て
い
る
こ
と
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
か

ら
明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

小
熊　

そ
の
通
り
で
す
。
２
〜

３
年
と
い
う
期
間
限
定
な
ら
へ
き

地
で
勤
務
す
る
と
い
う
若
い
医
師

は
多
い
の
で
す
。
後
任
や
指
導
医

が
確
保
で
き
れ
ば
、
へ
き
地
に
行

く
こ
と
は
難
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

西
山　

新
専
門
医
制
度
が
、
医

師
の
へ
き
地
勤
務
の
き
っ
か
け
に

な
っ
た
り
、
総
合
診
療
科
を
選
択

し
た
若
い
医
師
が
数
年
間
、
へ
き

地
で
勤
務
を
す
る
な
ど
と
い
う
仕

組
み
を
備
え
る
も
の
に
な
る
と
よ

い
と
思
い
ま
す
。

　

小
熊　

砂
川
市
立
病
院
も
総
合

診
療
科
の
連
携
施
設
に
な
っ
て
い

ま
す
が
、
そ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
利

用
し
て
研
修
に
来
て
い
る
先
生
は

今
の
と
こ
ろ
い
ま
せ
ん
。
現
在
い

る
５
人
の
研
修
医
は
自
治
医
大
を

卒
業
し
た
先
生
や
大
学
か
ら
研
修

に
来
て
い
る
先
生
で
す
。
ぜ
ひ
、

新
専
門
医
制
度
の
も
と
で
も
連
携

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
利
用
し
て
多
く
の

研
修
医
に
来
て
ほ
し
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

開
業
医
と
の
連
携
で

開
業
医
と
の
連
携
で

地
域
医
療
支
え
た
い

地
域
医
療
支
え
た
い

　

西
山　

最
後
に
地
域
の
開
業
医

に
自
治
体
病
院
が
期
待
し
て
い
る

こ
と
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

小
熊　

こ
の
間
、
自
治
体
病
院

で
も
多
く
の
病
院
が
労
働
基
準
監

督
署
の
立
ち
入
り
調
査
を
受
け
て

い
ま
す
。
そ
こ
で
、
医
師
の
時
間

外
労
働
を
減
ら
し
な
さ
い
と
言
わ

れ
れ
ば
、
救
急
を
減
ら
す
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
か
ら
、
外
来
を
減
ら

す
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
で
す
か

ら
、
外
来
は
な
る
べ
く
地
域
の
診

療
所
の
先
生
に
診
て
い
た
だ
い

て
、
自
治
体
病
院
の
外
来
に
直
接

お
越
し
い
た
だ
く
患
者
さ
ん
を
減

ら
す
必
要
が
あ
る
と
思
っ
て
い
ま

す
。
た
だ
、
へ
き
地
で
は
開
業
医

の
先
生
も
少
な
く
そ
れ
ほ
ど
無
理

も
言
え
ま
せ
ん
。

　

た
と
え
ば
、
砂
川
市
立
病
院
の

医
療
圏
は
２
次
医
療
圏
を
超
え
る

く
ら
い
の
広
さ
が
あ
り
ま
す
。
周

辺
の
開
業
医
の
先
生
と
連
携
し
な

が
ら
地
域
医
療
を
提
供
し
て
い
ま

す
が
、
砂
川
市
内
に
は
開
業
医
の

先
生
方
の
診
療
所
は
５
軒
し
か
あ

り
ま
せ
ん
。
こ
う
い
っ
た
地
域
で

は
診
療
所
の
存
続
も
難
し
い
課
題

で
す
。
後
継
者
が
都
市
部
の
病
院

で
勤
務
し
、
診
療
所
に
戻
っ
て
こ

な
い
と
い
う
こ
と
が
非
常
に
多
く

な
っ
て
い
ま
す
。
開
業
医
の
先
生

は
地
域
の
医
療
提
供
体
制
の
重
要

な
部
分
を
担
っ
て
い
ま
す
。
へ
き

地
に
も
開
業
医
の
先
生
が
増
え

て
、
地
域
の
自
治
体
病
院
と
連
携

し
な
が
ら
地
域
医
療
を
支
え
て
い

け
れ
ば
い
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

西
山　

そ
う
で
す
ね
。
兵
庫
県

で
も
、
地
域
の
自
治
体
病
院
と
連

携
し
な
が
ら
、
が
ん
ば
っ
て
い
る

開
業
医
の
先
生
が
た
く
さ
ん
い
ま

す
。
そ
う
し
た
先
生
に
は
ぜ
ひ
、

後
継
者
の
育
成
も
含
め
て
地
域
医

療
を
支
え
続
け
て
い
っ
て
ほ
し
い

と
思
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
協
会

と
し
て
も
で
き
る
限
り
の
支
援
を

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
本

日
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

特別インタビュー特別インタビュー
全国自治体病院協議会全国自治体病院協議会

小熊新会長に聞く小熊新会長に聞く 自治体病院と開
（
４
面
か
ら
の
つ
づ
き
）

【おぐま　ゆたか】1950年生まれ。75年北海道大学卒業。同
大学医学部附属病院第一内科、国立札幌病院北海道がんセン
ター勤務、富山医科薬科大学臨床検査医学講座助教授、帯広
厚生病院第４内科主任医長などを経て、91年砂川市立病院内
科部長、96年同病院院長、2014年～18年砂川市病院事業管理
者。2018年６月、全国自治体病院協議会会長に就任

全国自治体病院協議会　会長

小熊　　豊先生

自治体病院の役割や課題について語り合った

　協会と京都銀行の提携
融資制度は、期間限定の
特別金利キャンペーンを
実施しています。2019年
３月末までの申込受付分
について、通常より年
0.4％優遇金利となりま
す。借り換えも可能、手
数料も通常より優遇して
いますので、ぜひご利用
ください。

※1000万円までは原則、担保不要
※歯科は＋0.2%、新長期プライムレート連動
※診療報酬振込口座の社保・国保いずれか片方指定

まずはお気軽にお問い合わせください。☎078－393－1805 融資部・有本まで

京都銀行提携融資制度京都銀行提携融資制度

資金種類 利率 限度額
運転資金 1.075％ ➡ 0.675％ 1000万円

設備資金 1.075％ ➡ 0.675％ １億3000万円

新規開業資金 1.275％ ➡ 0.875％ 6000万円

子弟教育資金 1.275％ ➡ 0.875％ 3000万円

融資部より

2018年10月１日現在

特別金利キャンペーン実施中特別金利キャンペーン実施中!!
2019年３月末まで！2019年３月末まで！
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西宮市・明和病院皮膚科部長・にきびセンター長　　黒川　一郎先生講演

　にきび（尋常性ざ瘡）の臨床症
状、治療について概説する。尋常性
ざ瘡と関連するざ瘡疾患についてそ
れぞれの臨床的特徴、病因、治療な
どについて述べる。

尋常性ざ瘡
【概　念】
　思春期の男女に発症する毛包皮脂
腺に生ずる炎症性疾患である。
【臨床症状】
　ざ瘡は面皰で始まる。面皰とは毛
孔が角質、皮脂でつまった肉眼で見
える状態である。にきびは微小面皰
という肉眼で見えない病理学的に毛
孔がつまっている状態からすでに始
まっている１）。
　皮疹は黒色面皰（開放面皰：黒に
きび）、あるいは閉鎖面皰で始ま
る。非炎症性皮疹である面皰から炎
症性皮疹（紅色丘疹、膿疱）へと進
展する（図１）。炎症性皮疹はとき
に嚢腫、結節、皮下膿瘍を形成する
こともある。
【発症年齢】
　男児：13～14歳、女児：12～13歳
で発症すると考えられている。
【好発部位】
　好発部位は顔面、前胸部、上背部
である。時期的に見てみると思春期
のざ瘡はＴゾーンである前額に面皰
が最初に出現し、その後、年齢を重
ねるにつれ、頬部、下顎部といっ
た、いわゆるＵゾーンに生じること
が多い（大人にきび）。
　男性では前胸部、上背部にも皮疹
がみられることが多い。ピークは女
性：17～18歳、男性：19～21歳と考
えられている。
【ざ瘡の発症機序】
　１）皮脂分泌の亢進
　２） 男性ホルモンなどの内分泌的

因子
　３）毛包漏斗部の角化異常
　４）にきび菌の増殖と炎症
　以上の四つの因子が重要と考えら
れている１、２、３）。
【治　療】
　2017年に日本皮膚科学会尋常性ざ
瘡治療ガイドラインが公表され
た３）。2008年までは抗菌剤の内服、
外用が主体であった。2008年に面皰
に有効なアダパレンが上市され、面
皰の治療が可能になった。しかしな
がら、にきび桿菌に対する抗菌剤耐
性の問題があり、過酸化ベンゾイル
（BPO）製剤の導入の必要性があ
り、2015年に2.5％BPO、３％BPO／
１％CLDM配合剤が上市され、2016

　施術として面皰圧出も有効であ
る。スキンケアとして洗顔は重要で
１日２回の洗顔が推奨されている。
化粧品についてはノンコメドジェニ
ックな化粧品を使用するように勧め
られている。
　瘢痕、炎症をともなう嚢腫につい
てはステロイド局注が勧められてい
る。
　瘢痕には萎縮性瘢痕、肥厚性瘢痕
があるが、有効な治療はないのが現
状である。したがって、早期に炎症
性皮疹を積極的に改善することが瘢
痕形成の予防につながる。

新生児ざ瘡
　生下時から生後４週以内に発症す
る。顔面に閉鎖面皰、赤色丘疹、膿
疱が生じる。特に頬、下顎、眼瞼、
前額に好発する。発症頻度は新生児
の約20％と言われている。男女比は
５：１で圧倒的に男児に多い。
　病因は母体と患児の副腎由来の男
性ホルモン、男児の場合は睾丸由来
の男性ホルモンの上昇により皮脂腺
の一過性の急激な発育肥大が起きる
と考えられている。ほとんどは４週
間～３カ月以内に消退する。治療の
必要はないが、抗菌剤外用、BPO、 
BPO／CLDM配合剤などが外用剤と
して用いられる。テトラサイクリン
抗菌剤の内服は骨、歯牙へ副作用た
め、用いられない。

嚢腫結節型ざ瘡
　嚢腫とは直径５㎜以上の半球状の
弾性の結節で嚢腫形成が主体のざ瘡
を嚢腫性ざ瘡と呼ぶ。

集簇性ざ瘡
　男性に多く、前胸部、背部、項
部、頸部に好発する。重複面皰、皮
下結節、嚢腫、瘢痕、ときに皮下瘻
孔を形成する（図２）。肥厚性瘢痕
を形成しやすく、隣接する肥厚性瘢
痕が融合して、橋（bridging）を形

成することがある。経過が非常に長
く、通常のざ瘡治療に抵抗する。治
療はステロイド内服（プレドニン20
㎎/d）、嚢腫内、肥厚性瘢痕へのス
テロイド局注、レクチゾール内服、
トラニラスト内服、漢方（柴苓湯な
ど）、外科的治療（切開、排膿、瘢
痕は切除）が行われている。

化膿性汗腺炎
　毛包閉塞性疾患の１型で20歳以降
の男性に好発し、好発部位は臀部、
外陰部、腋窩などである。有痛性皮
下結節、嚢腫、瘢痕、皮下瘻孔、黒
色面皰、ときに有棘細胞癌を併発す
ることもある。
　喫煙、肥満と関連し、通常の尋常
性ざ瘡の治療に抵抗する。
　治療は薬物療法として抗菌剤内
服、生物学的製剤（TNF-α抗体、
IL-12／23抗体、IL-１受容体アンタ
ゴニスト、IL-17抗体：セクキヌマ
ブ）が報告されている。
　外科的治療として、切開、排膿、
De-roofing（瘻孔開窓術）（Hurley
Ⅰ、Ⅱ期の軽症例）、根治的広範切
除（重症例）、再建術（広範切除、
Ⅱ期的に植皮術）が行われている。

ステロイドざ瘡
　ステロイドの内服で生じ、前胸
部、背部に面皰をともなわない均一
な赤色丘疹、小膿疱がみられる。

ざ瘡治療の今後の展望
　明和病院ではにきびセンターで保
険診療、自費診療（日時を変える）
を行っている。自費診療はグリコー
ル酸を用いたケミカルピーリング、
ビタミンＣ、Ｅ、Ａによるイオン導
入を行っている。さらに看護師、薬
剤師、管理栄養士による洗顔指導、
薬剤指導、栄養指導といった多職種
による指導も行い、有意義な成果を

得ている４）。
　尋常性ざ瘡は思春期の男女の顔
面、前胸部、上背部に生ずる毛包脂
腺系疾患であり、ありふれた疾患で
あるが、治療が遅れると瘢痕を残し
やすい。残ってしまった瘢痕に対す
る有効な治療はないのが現状であ
る。したがって、早期に炎症性皮疹
を積極的に改善することが瘢痕形成
予防で重要である。
　ざ瘡関連疾患の病態について、私
見であるが、まとめてみた（図３）。
　重症のざ瘡関連疾患について難渋
しているのが、現状であり、今後、
イソトレチノインが本邦でも使用が
早期に可能になるのを切に望んでい
る。また、生物学的製剤による治
療、創傷治癒の側面からの治療が期
待される。
（８月25日、診療内容向上研究会よ
り）
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ざ瘡治療の今後の展望

年に2.5％BPO／アダパレン
配合剤が上市された。
　にきびの基本的な治療方針
は、急性炎症期の重症度をで
きるだけ早く軽症へと改善
し、維持期に移行することで
ある。急性炎症期（原則３カ
月まで）はBPO製剤、抗菌剤
内服、抗菌剤外用で炎症性皮
疹を早く改善する。維持期
（３カ月以降）はBPO、BPO
／アダパレン配合剤、アダパ
レンでコントロールする。

第29回反核医師のつどいin長崎

お申し込み・お問い合わせは、☎078－393－1807まで

日　時　11月３日（土・祝）13時30分～４日（日）12時45分
会　場　長崎原爆資料館ホール
１日目　第一部「被曝証言」 講師　長崎協会・本田孝也会長ら
　　　　第二部「 福島原発　福島第一原発事故から７年　―被害の構造を見

つめて―」 講師　福島わたり病院医師　齋藤紀先生
　　　　レセプション
２日目　記念講演「核兵器禁止条約の発効で長崎を戦争による最後の被爆地に」
 講師　IPPNW共同代表・ICAN共同設立者　ティルマン・ラフ氏ら
※オプション企画　被爆遺構めぐりもあり

図１　尋常性ざ瘡：白色面皰、黒色面皰、紅色
丘疹、膿疱が認められる　　　　

図３　ざ瘡関連疾患の病態（私見）

図２　集簇性ざ瘡：背部に多数の
　　嚢腫、結節が認められる
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